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訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
増
加
を
受
け

期
待
さ
れ
る
空
港
の
機
能
強
化

都
心
か
ら
近
く
、
24
時
間
運
用
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

海
外
の
主
要
都
市
と
東
京
を
結
ぶ
直
行
便
の
需
要
に

対
応
し
た
国
際
空
港
と
し
て
の
機
能
強
化
が
期
待
さ

れ
て
い
る
羽
田
空
港
は
、
豊
富
な
国
内
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と
連
携
す
る
こ
と
で「
日
本
全
国
と
世
界
を
つ
な

ぐ
」と
い
う
役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。　

訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
２
０
２
０
年
４
０
０
０
万

人
と
い
う
目
標
が
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
で
掲
げ
ら
れ
る
中
、

羽
田
空
港
の
国
際
線
旅
客
数
は
平
成
22
年
10
月
の
国

際
線
定
期
便
の
就
航
開
始
か
ら
年
々
増
え
続
け
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、他
国
や
航
空
会
社
か
ら
就
航
し
た
い

と
い
う
リ
ク
エ
ス
ト
も
多
く
、
現
在
、
羽
田
空
港
は
フ

ル
稼
働
し
て
い
る
状
況
で
す
。

こ
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、わ
が
国
の
国
際
競
争
力
を
高

め
る
た
め
に
も
、
羽
田
空
港
の
国
際
線
増
便
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
48
都
市
を
結
ぶ
国
内
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

連
携
す
る
こ
と
で
、海
外
・
国
内
の
交
流
が
活
性
化
さ

れ
、地
方
へ
の
波
及
効
果
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
新
し
い
滑
走
路
を
造
っ
た
と
し
て
も
、
東

京
湾
上
空
は
大
変
混
雑
し
て
い
る
た
め
、
発
着
容
量

を
ほ
と
ん
ど
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

既
存
の
滑
走
路
の
使
い
方
や
飛
行
経
路
を
見
直
す
こ

と
に
よ
っ
て
発
着
容
量
を
増
や
す
機
能
強
化
方
策
が

検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

飛
行
経
路
の
見
直
し
な
ど
で

２
０
２
０
年
に
は
深
夜
・
早
朝
時
間
帯
以
外
の

国
際
線
の
発
着
容
量
が
約
1.7
倍
に

平
成
26
年
７
月
に
首
都
圏
空
港
機
能
強
化
技
術
検

討
小
委
員
会
に
よ
り
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
、「
首
都
圏

空
港
機
能
強
化
の
技
術
的
な
選
択
肢
」に
お
い
て
、
羽

田
空
港
に
つ
い
て
は
滑
走
路
処
理
能
力
の
再
検
証
や

滑
走
路
運
用
・
飛
行
経
路
の
見
直
し
に
よ
り
、現
在
年

間
約
45
万
回
の
発
着
容
量
を
年
間
約
４
万
回
拡
大
で

き
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、昼
間
の
国

際
線
の
便
数
が
１
日
あ
た
り
約
80
便
か
ら
約
１
３
０

便
へ
と
50
便
ほ
ど
増
や
せ
る
こ
と
と
な
り
ま
す（
深

夜
・
早
朝
も
含
め
る
と
１
１
０
便
か
ら
１
６
０
便
）。

年
間
約
４
万
回
拡
大
に
向
け
た
方
法
の
一
つ
と
し
て
、

発
着
需
要
の
多
い
時
間
帯
に
限
り
、飛
行
経
路
を
見
直

す
方
策
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
飛
行
経
路
は
風
向
き

に
応
じ
て
変
わ
り
ま
す
が
、
北
風
の
場
合
に
お
い
て
は

荒
川
上
空
を
飛
行
す
る
出
発
経
路
を
、南
風
の
場
合
に

お
い
て
は
空
港
北
側
の
陸
域
か
ら
の
到
着
経
路
や
川

崎
方
面
へ
の
出
発
経
路
を
そ
れ
ぞ
れ
新
飛
行
経
路
と

し
て
設
定
す
る
こ
と
で
、
国
際
線
増
便
を
実
現
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

国
土
交
通
省
で
は
平
成
28
年
に
、
こ
の
増
便
が

日
本
全
国
に
与
え
る
経
済
波
及
効
果
な
ど
に
つ
い

て
、
約
４
０
０
億
円
の
総
事
業
費
に
対
し
て
、
年
間

約
６
５
０
０
億
円
も
の
経
済
波
及
効
果
が
あ
り
、
約

５
３
０
億
円
の
税
収
が
増
加
し
、そ
し
て
約
５
万
人
の

雇
用
が
増
加
す
る
と
計
算
し
て
い
ま
す
。

丁
寧
な
情
報
提
供
に
向
け
て

住
民
説
明
会
を
実
施

羽
田
空
港
の
機
能
強
化
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

飛
行
経
路
の
見
直
し
な
ど
で
発
着
容
量
を
拡
大
し

日
本
全
国
と
世
界
を
結
ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化

東
京
国
際
空
港（
羽
田
空
港
）

羽田空港の概況
● 種別　国管理空港
● 運用時間　24時間
● 利用時間　24時間
● 滑走路　４本
● 旅客ターミナル　３カ所（国内２、国際１）

羽田空港の旅客数・発着容量の推移

平成  18　19　20　21　22　23　24　25　26　27　28（年度）

（万人）
7,000

6,000

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0

出典：空港管理状況調書（国土交通省航空局）

（万回）
50

45

40

35

30

25

20

15

10

5

0
162 195 244 276

482
727 795 804

1,156
1,343

1,564

6,527 6,495 6,316
5,933 5,881

5,642
5,875

6,141
6,266 6,255

6,609

30.3

37.1
39.0

29.6

41.0

44.7

国際線旅客数

国内線旅客数

年間発着枠
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で
き
る
限
り
多
く
の
方
々
の
ご
理
解
を
い
た
だ
く
こ

と
が
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
、こ
れ
ま
で
東
京
・
神
奈

川
・
埼
玉
の
計
66
会
場
で
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
型※

住
民
説

明
会
を
実
施
し
、
機
能
強
化
の
必
要
性
や
実
現
方
法
、

平
成
28
年
７
月
に
策
定
し
た「
環
境
影
響
等
に
配
慮

し
た
方
策
」の
進
捗
状
況
な
ど
に
加
え
、
騒
音
や
落
下

物
へ
の
対
策
、新
飛
行
経
路
に
関
す
る
情
報
を
説
明
す

る
な
ど
、丁
寧
な
情
報
提
供
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
騒
音
対
策
に
つ
い
て
は
、「
公
共
用
飛
行

場
周
辺
に
お
け
る
航
空
機
騒
音
に
よ
る
障
害
の
防
止

等
に
関
す
る
法
律
」（
騒
防
法
）に
よ
る
教
育
施
設
な

ど
に
対
す
る
騒
音
防
止
工
事
の
助
成
基
準
を
新
た
に

見
直
し
、
従
来
の
学
校
や
病
院
な
ど
の
施
設
に
加
え
、

家
庭
的
保
育
事
業
を
行
う
施
設
な
ど
に
つ
い
て
も
助

成
の
対
象
と
す
る
予
定
で
す
。
併
せ
て
、航
空
機
の
騒

音
を
常
時
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
騒
音
測
定
局
の
増
設

な
ど
も
行
う
予
定
で
す
。

ま
た
、
落
下
物
対
策
に
つ
い
て
は
、
落
下
物
防
止
対

策
基
準
の
策
定
や
駐
機
中
の
機
体
チ
ェ
ッ
ク
を
羽
田

空
港
で
特
に
強
化
し
て
行
う
な
ど
の
総
合
的
な
対
策

が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
➡
落
下
物
対
策
に
つ
い
て
は
７
ペ
ー
ジ「
総
論
」参
照

今
後
も
さ
ら
に
関
係
自

治
体
と
連
携
し
て
、
オ
ー
プ

ン
ハ
ウ
ス
型
住
民
説
明
会

の
利
点
を
生
か
し
た
双
方

向
の
対
話
を
行
い
な
が
ら
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
メ
デ
ィ
ア

を
活
用
し
た
広
報
な
ど
で
引

き
続
き
情
報
提
供
を
行
い
、

機
能
強
化
に
つ
い
て
ご
理
解

い
た
だ
け
る
よ
う
丁
寧
な
情
報
提
供
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

施
設
整
備
を
通
じ
て

よ
り
便
利
で
快
適
な
空
港
へ

年
々
増
加
す
る
羽
田
空
港
の
国
際
線
旅
客
数
は
、

昨
年
約
１
７
０
０
万
人
に
達
し
、さ
ら
な
る
国
際
線
旅

客
数
の
増
加
に
対
応
す
る
玄
関
口
と
し
て
の
タ
ー
ミ

ナ
ル
機
能
を
拡
張
す
る
必
要
が
生
じ
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
現
在
の
国
際
線

タ
ー
ミ
ナ
ル
を
拡
充
す
る
と

と
も
に
、
既
存
施
設
の
有
効

活
用
と
い
う
観
点
か
ら
、
現

在
国
内
線
専
用
で
あ
る
第

２
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
南
側
を
増

改
築
し
、
国
際
線
対
応
施

設（
Ｃ
Ｉ
Ｑ
施
設
、
免
税
店
、

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
、

手
荷
物
受
取
場
な
ど
）を
設

け
、
こ
れ
に
伴
う
見
合
い
の

国
内
線
対
応
施
設
を
第
２

タ
ー
ミ
ナ
ル
の
北
側
に
増
設

す
る
整
備
計
画
を
、
国

土
交
通
省
、
Ｃ
Ｉ
Ｑ
官

庁
、タ
ー
ミ
ナ
ル
運
営
会

社
な
ど
が
協
力
し
な
が

ら
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、国
際
線
旅
客
数

の
増
加
へ
の
対
応
に
あ
た

り
、
既
に
高
い
評
価
を
受

け
て
い
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー

対
応
を
含
め
た
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
さ
ら
な
る

推
進
や
、
国
際
線
か
ら
国
内
線
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
乗
り

継
ぎ
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
へ
の“
お
も
て
な
し
”の
演

出
な
ど
、
快
適
性
・
利
便
性
を
高
め
る
た
め
の
取
り
組

み
を
進
め
る
と
と
も
に
、ロ
ボ
ッ
ト
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
利

活
用
や
、
ボ
デ
ィ
ス
キ
ャ
ナ
ー
な
ど
の
最
新
保
安
検
査

機
お
よ
び
入
国
審
査
に
お
け
る
顔
認
証
ゲ
ー
ト
の
運
用

開
始
な
ど
、 

最
先
端
技
術
の
導
入
も
積
極
的
に
進
め

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
の

拡
充
と
あ
わ
せ
て
、
エ
ア
ポ
ー
ト
ホ

テ
ル
や
産
業
交
流
施
設
、
羽
田
空
港

と
先
端
産
業
が
集
積
す
る
川
崎
側

を
結
ぶ
連
絡
道
路
の
建
設
な
ど
、
多

く
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
計
画
さ
れ
て

お
り
、
利
便
性
の
さ
ら
な
る
向
上
が

期
待
で
き
ま
す
。

国
土
交
通
省
と
し
て
は
、
飛
行
経

路
の
見
直
し
な
ど
に
よ
る
機
能
強
化

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
周
辺
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
連
携
し
て
そ
の
効
果
を

高
め
て
い
き
ま
す
。

特集 飛躍する空港

※	説明パネルなどの展示と併せ、担当者が参加者の意見などに対して適切に説明を
させていただくとともに、意見などを伺う形式

滑走路運用・飛行経路の見直し案

オープンハウス型
住民説明会の様子

第２ターミナル南側の増改築工事の様子

羽田空港のターミナルビルの拡充箇所

新飛行経路案（南風の場合）
（離陸・着陸合計：９０回／時）

南風運用の割合
　約4割（年間平均）
南風の場合の新経路の運用時間
　１５：００～１９：００
　（切り替え時間を含むため、実質3時
    間程度の運用）

新飛行経路案（北風の場合）
（離陸・着陸合計：９０回／時）

北風運用の割合
　約６割（年間平均）
北風の場合の新経路の運用時間
　７：００～１１：３０および
　１５：００～１９：００
　（15時～19時については、この時間
　  帯のうち実質3時間程度の運用）

国内線東貨物地区国内線東貨物地区

国内線西貨物地区国内線西貨物地区

第２ターミナル第２ターミナル

国際線ターミナル国際線ターミナル

第１ターミナル第１ターミナル

（凡例）
： 国際線
： 国内線
： 拡充箇所現国際線ターミナルの拡充

国内線対応施設の整備 国際線対応施設の整備
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